
目

次

担

当

課

（

室

）

発

行

岡

山

県

目

次

担

当

課

（

室

）

【

告

示

】

○

指

定

居

宅

介

護

支

援

の

事

業

の

廃

止

長

寿

社

会

課

【

公

告

】

○

落

札

者

等

の

決

定

環

境

管

理

課

○

平

成

二

十

九

年

度

職

業

訓

練

指

導

員

試

験

の

実

労

働

雇

用

政

策

課

施

○

公

共

測

量

の

実

施

監

理

課

○

二

級

建

築

士

の

懲

戒

処

分

建

築

指

導

課

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

〃

の

完

了

○

〃

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

【

公

安

委

員

会

】

○

警

備

業

法

に

基

づ

く

講

習

生

活

安

全

企

画

課

○

猟

銃

の

操

作

及

び

射

撃

の

技

能

に

関

す

る

講

習

〃

の

実

施

○

〃

〃

岡

山

県

公

報
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◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
二
十
九
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
八
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
指
定
居
宅
介
護
支
援
の
事
業
を
廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
八
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

居
宅
介
護
支
援
事
業
所

ア
ス
ク
ラ
ス

２

所
在
地

岡
山
県
総
社
市
真
壁
一
五
八
番
地
四

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

株
式
会
社
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｓ

２

所
在
地

岡
山
県
岡
山
市
中
区
雄
町
六
〇
一
番
地
一

三

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
九
年
八
月
三
十
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
〇
八
〇
一
一
〇
六

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

居
宅
介
護
支
援
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〔
三
六
〇
〕
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七

年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
に
基
づ
き
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
次
の
と
お
り
落
札
者
等
を
決
定
し

た
。

平
成
二
十
九
年
八
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

調
達
件
名

岡
山
県
大
気
汚
染
常
時
監
視
シ
ス
テ
ム
の
更
新
及
び
保
守
管
理
業
務

二

契
約
期
間

平
成
三
十
年
三
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
七
年
二
月
二
十
八
日
ま
で

三

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

岡
山
県
環
境
文
化
部
環
境
管
理
課

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号

四

落
札
者
を
決
定
し
た
日

平
成
二
十
九
年
八
月
一
日

五

落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

株
式
会
社
神
鋼
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
＆
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

兵
庫
県
神
戸
市
灘
区
岩
屋
北
町
四
丁
目
五
番
二
二
号

六

落
札
金
額

一
月
当
た
り
七
〇
四
、
七
七
五
円
（
う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
五
二
、
二
〇
五
円
）

七

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

八

入
札
公
告
日

平
成
二
十
九
年
六
月
九
日
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〔
三
六
一
〕
職
業
能
力
開
発
促
進
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
六
十
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）

第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
九
年
度
職
業
訓
練
指
導
員
試
験
（
以
下
「
試
験
」
と
い

う
。
）
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
九
年
八
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

試
験
を
実
施
す
る
免
許
職
種

１

学
科
試
験
を
実
施
す
る
免
許
職
種

機
械
科
、
配
管
科
、
塗
装
科
及
び
造
園
科

２

学
科
試
験
の
う
ち
指
導
方
法
（
職
業
訓
練
原
理
、
教
科
指
導
法
、
訓
練
生
の
心
理
、
生
活
指
導

及
び
職
業
訓
練
関
係
法
規
か
ら
な
る
科
目
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
み
を
実
施
す
る
免
許
職
種

職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
労
働
省
令
第
二
十
四
号
。
以
下
「
規
則
」

と
い
う
。
）
別
表
第
十
一
の
免
許
職
種
の
欄
に
掲
げ
る
職
種
の
う
ち
、
機
械
科
、
配
管
科
、
塗
装

科
及
び
造
園
科
を
除
い
た
も
の

二

試
験
科
目

試
験
科
目
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

免
許
職
種

学
科
試
験
の
科
目

機
械
科

一

指
導
方
法

二

関
連
学
科

１

系
基
礎
学
科

⑴

機
械
工
学
（
機
械
要
素

機
構
と
運
動
）

⑵

材
料
（
材
料
力
学

金
属
材
料

非
金
属
材
料

潤
滑
油
及
び
切
削
剤
）

⑶

工
作
法
（
Ｎ
Ｃ
加
工
法

機
械
工
作
法

治
具

工
具
）

⑷

測
定
法
（
測
定
及
び
試
験
機
器

測
定
法

形
状
測
定

材
料
試
験
）

⑸

安
全
衛
生
（
安
全
管
理

衛
生
管
理
）

２

専
攻
学
科

⑴

加
工
法
（
切
削
加
工
法

研
削
加
工
法

金
型
工
作
法

精
密
加
工
法
）

⑵

機
械
製
図
（
機
械
製
図
法

機
械
設
計
法

テ
ク
ニ
カ
ル
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
）
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配
管
科

一

指
導
方
法

二

関
連
学
科

１

系
基
礎
学
科

⑴

建
築
工
学
（
建
築
設
備

配
管
設
備

建
築
構
造

建
築
施
工
）

⑵

安
全
衛
生
（
安
全
管
理

衛
生
管
理
）

２

専
攻
学
科

⑴

配
管
設
備
（
上
下
水
道
設
備

ガ
ス
設
備

冷
暖
房
設
備

空
気
調
節
設

備
）

⑵

配
管
製
図
（
読
図
法

配
管
図
）

⑶

施
工
法
（
管
工
作
法

配
管
施
工

試
験
測
定
法

配
管
用
材
料

仕
様

及
び
積
算
）

塗
装
科

一

指
導
方
法

二

関
連
学
科

１

系
基
礎
学
科

⑴

デ
ザ
イ
ン
（
文
字

構
成

色
彩

模
様
）

⑵

塗
装
一
般
（
塗
料

調
色

塗
装
用
設
備
及
び
機
器

関
係
法
規
）

⑶

安
全
衛
生
（
安
全
管
理

衛
生
管
理
）

２

専
攻
学
科

塗
装
法
（
金
属
製
品
塗
装
法

木
工
製
品
塗
装
法

建
築
物
塗
装
法

試
験

法

材
料

仕
様
及
び
積
算
）

造
園
科

一

指
導
方
法

二

関
連
学
科

１

系
基
礎
学
科

⑴

植
物
（
植
物
学

植
物
病
理
学

農
薬
）

⑵

土
及
び
肥
料
（
土

肥
料
）

⑶

農
業
機
械
及
び
施
設
（
農
業
機
械

農
業
施
設

器
工
具
）

⑷

安
全
衛
生
（
安
全
管
理

衛
生
管
理
）
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２

専
攻
学
科

⑴

造
園
法
（
庭
園

造
園
計
画
及
び
設
計

造
園
工
事
法

造
園
管
理

造

園
機
械

仕
様
及
び
積
算
）

⑵

材
料
（
造
園
植
物

造
園
用
材
料
）

一
２
の
免

指
導
方
法

許
職
種

三

受
験
資
格

１

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑴

法
第
四
十
四
条
第
一
項
の
技
能
検
定
に
合
格
し
た
者

⑵

規
則
第
四
十
五
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
者

２

１
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

⑴

成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人

⑵

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者

⑶

法
第
二
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
職
業
訓
練
指
導
員
免
許
の
取
消
し
を
受
け
、
当
該
取
消

し
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
者

四

試
験
の
免
除

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
試
験
の
免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
。⑴

規
則
第
四
十
六
条
の
表
の
上
欄
に
該
当
す
る
者

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
試
験

⑵

職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令

第
百
四
十
一
号
）
附
則
第
二
条
に
規
定
す
る
者

学
科
試
験
の
う
ち
関
連
学
科

五

試
験
の
日
時

１

一
１
の
免
許
職
種
に
係
る
も
の

⑴

指
導
方
法

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
七
日
（
金
曜
日
）
午
前
十
一
時
か
ら
正
午
ま
で

⑵

関
連
学
科

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
七
日
（
金
曜
日
）
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
午
後
三
時
三
十
分
ま
で

２

一
２
の
免
許
職
種
に
係
る
も
の
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平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
七
日
（
金
曜
日
）
午
前
十
一
時
か
ら
正
午
ま
で

六

試
験
場
所

岡
山
県
庁
分
庁
舎
共
用
会
議
室
一
〇
一
（
岡
山
市
中
区
古
京
町
一－

七－

三
六
）

七

受
験
申
請
手
続

１

申
請
書
類

⑴

受
験
申
請
書

⑵

履
歴
書

⑶

写
真
二
枚
（
申
請
前
六
月
以
内
に
撮
影
し
た
上
半
身
、
正
面
、
無
帽
、
縦
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
横
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
。
な
お
、
写
真
の
裏
面
に
は
、
氏
名
を
記
入
す
る
こ
と
。
）

⑷

受
験
資
格
を
証
明
す
る
書
類

⑸

試
験
の
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
資
格
を
証
明
す
る
書
類

２

申
請
書
類
の
提
出
先

郵
便
番
号

七
〇
〇－

八
五
七
〇

岡
山
市
北
区
内
山
下
二－

四－

六

岡
山
県
産
業
労
働
部
労
働
雇
用
政
策
課

３

申
請
書
類
の
受
付
期
間

持
参
の
場
合
は
、
平
成
二
十
九
年
九
月
十
一
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
月
二
十
九
日
（
金
曜
日
）

ま
で
の
期
間
（
土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く
。
）
中
の
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時

ま
で
の
間
、
受
け
付
け
る
。
な
お
、
郵
送
の
場
合
は
簡
易
書
留
に
よ
る
こ
と
と
し
、
同
月
二
十
九

日
の
消
印
が
あ
る
も
の
ま
で
受
け
付
け
る
。

４

受
験
手
数
料

受
験
手
数
料
と
し
て
三
千
百
円
相
当
額
の
岡
山
県
収
入
証
紙
を
受
験
申
請
書
に
貼
り
付
け
る
こ

と
。

八

合
否
判
定
の
基
準

１

学
科
試
験
の
指
導
方
法
並
び
に
関
連
学
科
の
系
基
礎
学
科
及
び
専
攻
学
科
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

満
点
の
六
割
以
上
の
得
点
が
あ
り
、
か
つ
、
学
科
試
験
の
関
連
学
科
の
系
基
礎
学
科
及
び
専
攻
学

科
の
科
目
の
全
て
に
つ
い
て
満
点
の
五
割
以
上
の
得
点
が
あ
る
場
合
は
、
合
格
と
す
る
。

２

学
科
試
験
の
指
導
方
法
に
つ
い
て
満
点
の
六
割
以
上
の
得
点
が
あ
る
場
合
（
１
の
場
合
を
除

く
。
）
は
、
当
該
指
導
方
法
に
限
り
合
格
と
す
る
。

３

学
科
試
験
の
関
連
学
科
の
系
基
礎
学
科
又
は
専
攻
学
科
に
つ
い
て
満
点
の
六
割
以
上
の
得
点
が
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あ
り
、
か
つ
、
当
該
学
科
の
科
目
の
全
て
に
つ
い
て
満
点
の
五
割
以
上
の
得
点
が
あ
る
場
合
（
１

の
場
合
を
除
く
。
）
は
、
当
該
学
科
に
限
り
合
格
と
す
る
。

九

合
格
発
表
の
方
法

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
日
（
金
曜
日
）
に
岡
山
県
産
業
労
働
部
労
働
雇
用
政
策
課
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
o
k
a
y
a
m
a
.
j
p
/
s
o
s
h
i
k
i
/
4
7
/

）
に
合
格
者
の
受
験
番
号
を
掲
示
す
る
ほ

か
、
合
格
者
に
は
書
面
で
通
知
す
る
。

十

そ
の
他

１

受
験
申
請
書
は
、
岡
山
県
産
業
労
働
部
労
働
雇
用
政
策
課
に
お
い
て
交
付
す
る
。
な
お
、
受
験

申
請
書
の
郵
送
を
希
望
す
る
者
は
、
宛
先
を
明
記
し
、
百
四
十
円
分
の
切
手
を
貼
り
付
け
た
返
信

用
封
筒
（
角
形
二
号
）
を
同
封
の
上
、
申
し
込
む
こ
と
。

２

こ
の
試
験
に
つ
い
て
不
明
な
点
は
、
岡
山
県
産
業
労
働
部
労
働
雇
用
政
策
課
（
電
話
〇
八
六－

二
二
六－

七
三
八
七
）
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。
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〔
三
六
二
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
奈
義
町
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が

あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
八
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

測

量

区

域

測

量

の

種

類

測

量

期

間

勝
田
郡
奈
義
町
全
域

公
共
測
量
（
数
値
写
真
撮
影
、
二

平
成
二
十
九
年
八
月
七
日
か
ら
平

五
〇
〇
分
の
一
地
形
図
修
正
）

成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
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〔
三
六
三
〕
建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
懲
戒
処
分
を
行
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
八
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

処
分
を
し
た
年
月
日

平
成
二
十
九
年
八
月
一
日

二

処
分
を
受
け
た
建
築
士
の
氏
名
、
そ
の
者
の
一
級
建
築
士
、
二
級
建
築
士
又
は
木
造
建
築
士
の
別

及
び
そ
の
者
の
登
録
番
号

山
本

克
也

二
級
建
築
士

岡
山
県
知
事
登
録
第
七
九
五
七
号

三

処
分
の
内
容

戒
告

四

処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実

建
築
士
事
務
所
に
属
す
る
二
級
建
築
士
と
し
て
、
建
築
士
法
第
二
十
二
条
の
二
第
二
号
の
規
定
に

よ
る
二
級
建
築
士
定
期
講
習
を
、
建
築
士
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
建
設
省
令
第
三
十
八
号
）

第
十
七
条
の
三
十
六
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
日
ま
で
に
当
該
講
習
を
受
け
ず
、
同
年
四
月
一
日
か
ら
も
、
建
築
設
計
工

房
ア
ー
ツ
．
ク
ラ
フ
ト
（
岡
山
県
知
事
登
録
第
六
三
二
二
号
）
に
所
属
し
、
平
成
二
十
九
年
五
月
十

七
日
に
当
該
講
習
を
受
け
た
。
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〔
三
六
四
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
九
年
八
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

都
窪
郡
早
島
町
早
島
字
池
田
六
七
六－

六
、
六
七
七－

八
、
六
七
八－

六
、
六
七
九－

六

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

倉
敷
市
鳥
羽
八
〇－

一
九
中
庄
コ
リ
ー
ヌ
東
Ｂ－

二
〇
一

加
來
健
太
郎

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
五
〇
号

平成２９年８月１８日　岡山県公報　第１１９１５号



〔
三
六
五
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
九
年
八
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

都
窪
郡
早
島
町
早
島
字
池
田
六
七
七－

一
〇
、
六
七
八－

四

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

倉
敷
市
中
庄
二
三
四
三－

一
ル
・
シ
ェ
ル
Ⅱ
二
〇
一
号

入
矢

大
輔

入
矢

智
恵

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
五
〇
号
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〔
三
六
六
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
九
年
八
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
清
音
柿
木
字
美
濃
郷
四
七－

三

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

岡
山
市
南
区
福
浜
町
一
一－

一
二
カ
ル
チ
ャ
ー
タ
ウ
ン
福
浜
Ｂ
棟
一
〇
一

前
原

啓
二

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
四
〇
号
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〔
三
六
七
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
九
年
八
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
南
溝
手
字
野
荒
四
一
八－

七
、
四
一
八－

八

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

岡
山
市
南
区
大
福
七
〇
七－

二
イ
ル
サ
ロ
ー
ネ
一
一
〇

八
木

義
志

八
木

舞
花

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
九
四
号
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〔
三
六
八
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
九
年
八
月
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
総
社
字
諸
上
後
ヒ
ン
前
一
一
九
二－

四
、
一
一
九
二－

五

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

総
社
市
井
手
一
六
四－

一
プ
ロ
ヌ
ー
ブ
Ｋ
Ｅ
Ｎ

Ｃ
一
〇
七

加
井
野
幹
博

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
九
九
号
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
百
二
十
八
号

警
備
業
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
二
条
第
二
項
第

一
号
に
規
定
す
る
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
九
年
八
月
十
八
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

一

警
備
業
務
の
区
分
等

警
備
業
務
の
区
分

期

日

時

間

場

所

運
搬
警
備
業
務
及

平
成
二
十
九
年
十
一
月

午
前
九
時
か
ら

岡
山
市
北
区
厚
生
町
三
丁

び
身
辺
警
備
業
務

七
日
（
火
曜
日
）
か
ら

午
後
五
時
ま
で

目
一
番
一
五
号

同
月
十
四
日
（
火
曜
日
）

岡
山
商
工
会
議
所

ま
で
（
土
曜
日
及
び
日

曜
日
を
除
く
。
）
の
六

日
間

二

講
習
対
象
者

１

運
搬
警
備
業
務

最
近
五
年
間
に
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
警
備
業
務
に
従
事
し
た
期
間
が
通
算
し
て
三

(1)
年
以
上
で
あ
る
者

警
備
員
等
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
七
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
十
号
。
以

(2)
下
「
検
定
規
則
」
と
い
う
。
）
第
四
条
に
規
定
す
る
一
級
の
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に

係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
法
第
二
十
三
条
第
四
項
の
合
格
証
明
書
（
以
下
「
合
格
証
明
書
」

と
い
う
。
）
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者

検
定
規
則
第
四
条
に
規
定
す
る
二
級
の
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
も
の
に
限

(3)
る
。
）
に
係
る
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
警
備
員
で
あ
っ
て
、
当
該
合
格
証
明
書
の

交
付
を
受
け
た
後
、
継
続
し
て
一
年
以
上
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
警
備
業
務
に
従
事
し

て
い
る
も
の

検
定
規
則
附
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
警
備
員
等
の
検
定
に
関
す
る
規
則
（
昭
和

(4)
六
十
一
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
五
号
。
以
下
「
旧
検
定
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
二

項
に
規
定
す
る
一
級
の
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
合
格
し
た

者
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旧
検
定
規
則
第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
二
級
の
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
も

(5)
の
に
限
る
。
）
に
合
格
し
た
警
備
員
で
あ
っ
て
、
当
該
検
定
に
合
格
し
た
後
、
継
続
し
て
一
年

以
上
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
る
も
の

２

身
辺
警
備
業
務

最
近
五
年
間
に
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
警
備
業
務
に
従
事
し
た
期
間
が
通
算
し
て
三
年

以
上
で
あ
る
者

三

受
講
手
続

１

提
出
書
類

所
定
の
様
式
に
よ
る
受
講
申
込
書

一
通

(1)

写
真

一
枚
（
縦
の
長
さ
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
の
長
さ
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
申

(2)
込
前
六
箇
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
三
分
身
、
無
背
景
の
も
の
）

二
に
掲
げ
る
講
習
対
象
者
に
該
当
す
る
こ
と
を
疎
明
す
る
次
に
掲
げ
る
書
類

各
一
通

(3)
ア

二
１

又
は
二
２
に
該
当
す
る
者

(1)

当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
警
備
業
者

等
の
作
成
に
係
る
所
定
の
様
式
に
よ
る
書
面
（
以
下
「
警
備
業
務
従
事
証
明
書
」
と
い
う
。
）

及
び
履
歴
書

イ

二
１

に
該
当
す
る
者

(2)

検
定
規
則
第
四
条
に
規
定
す
る
一
級
の
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）
に
係
る
合
格
証
明
書
の
写
し

ウ

二
１

に
該
当
す
る
者

(3)

検
定
規
則
第
四
条
に
規
定
す
る
二
級
の
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）
に
係
る
合
格
証
明
書
の
写
し
及
び
警
備
業
務
従
事
証
明
書

エ

二
１

に
該
当
す
る
者

(4)

旧
検
定
規
則
第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
一
級
の
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る

も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
合
格
証
の
写
し

オ

二
１

に
該
当
す
る
者

(5)

旧
検
定
規
則
第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
二
級
の
検
定
（
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る

も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
合
格
証
の
写
し
及
び
警
備
業
務
従
事
証
明
書

２

提
出
先

県
内
に
住
所
を
有
す
る
者

(1)
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住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署
の
生
活
安
全
課

県
外
に
住
所
を
有
す
る
者

(2)

県
内
の
警
察
署
の
生
活
安
全
課

な
お
、
郵
送
又
は
信
書
便
に
よ
る
申
込
み
及
び
代
理
人
に
よ
る
申
込
み
は
、
受
け
付
け
な
い
。

３

提
出
期
間

平
成
二
十
九
年
九
月
十
九
日
（
火
曜
日
）
か
ら
同
月
二
十
二
日
（
金
曜
日
）
ま
で
の
午
前
八
時

三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

四

受
講
手
数
料

１

運
搬
警
備
業
務

三
万
八
千
円

２

身
辺
警
備
業
務

三
万
四
千
円

（
注
）

岡
山
県
収
入
証
紙
に
よ
り
、
受
講
申
込
時
に
納
付
す
る
こ
と
。

な
お
、
受
講
手
数
料
は
、
納
付
後
は
返
還
し
な
い
。

五

受
講
定
員

合
わ
せ
て
二
十
人
（
同
時
に
講
習
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
）
と
す
る
。
た
だ
し
、
申
込
順

に
受
け
付
け
、
受
講
定
員
に
達
し
た
と
き
は
、
提
出
期
間
内
で
あ
っ
て
も
受
付
を
締
め
切
る
。

六

講
習
の
委
託

こ
の
講
習
は
、
一
般
社
団
法
人
岡
山
県
警
備
業
協
会
（
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
一
一
番
一
八

号
）
に
委
託
し
て
行
う
。

七

そ
の
他

１

受
講
者
は
、
筆
記
用
具
を
持
参
す
る
こ
と
。

２

講
習
終
了
後
は
、
筆
記
の
方
法
に
よ
り
修
了
考
査
を
実
施
す
る
。
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
百
三
十
号

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
五
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
猟
銃
の
操
作
及
び
射
撃
の
技
能
に
関
す
る
講
習
を
実
施
す
る
。

平
成
二
十
九
年
八
月
十
八
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

一

使
用
銃
種

散
弾
銃

二

講
習
の
日
時
及
び
場
所

１

ト
ラ
ッ
プ
射
撃
（
ト
ラ
ッ
プ
か
ら
射
撃
線
ま
で
の
距
離
が
十
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
も
の
を
い

う
。
）

日

時

場

所

平
成
二
十
九
年
十
月
二
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇－

一

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
九
年
十
月
四
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
九
年
十
月
九
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇－

一

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
九
年
十
月
十
二
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
九
年
十
月
十
六
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇－

一

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
三
日
（
月
）

午
前
十
時
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平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
四
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
九
年
十
月
三
十
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇－

一

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
九
年
十
一
月
六
日
（
月
）

午
前
十
時

平
成
二
十
九
年
十
一
月
九
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
三
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇－

一

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
五
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇－

一

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
二
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
七
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇－

一

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
九
年
十
二
月
四
日
（
月
）

午
前
十
時
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平
成
二
十
九
年
十
二
月
六
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
一
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇－

一

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
四
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
八
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇－

一

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
十
一
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
十
五
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇－

一

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

２

フ
ィ
ー
ル
ド
ト
ラ
ッ
プ
射
撃
（
ト
ラ
ッ
プ
か
ら
射
撃
線
ま
で
の
距
離
が
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
も

の
を
い
う
。
）日

時

場

所

平
成
二
十
九
年
十
月
二
日
（
月
）

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

午
前
九
時

湯
原
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
九
年
十
月
四
日
（
水
）

午
前
九
時
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平
成
二
十
九
年
十
月
六
日
（
金
）

午
前
九
時

平
成
二
十
九
年
十
月
十
一
日
（
水
）

午
前
九
時

平
成
二
十
九
年
十
月
十
三
日
（
金
）

午
前
九
時

平
成
二
十
九
年
十
月
十
六
日
（
月
）

午
前
九
時

平
成
二
十
九
年
十
月
十
八
日
（
水
）

午
前
九
時

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
日
（
金
）

午
前
九
時

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
三
日
（
月
）

午
前
九
時

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
五
日
（
水
）

午
前
九
時

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
七
日
（
金
）

午
前
九
時

平
成
二
十
九
年
十
月
三
十
日
（
月
）

午
前
九
時
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平
成
二
十
九
年
十
一
月
一
日
（
水
）

午
前
九
時

平
成
二
十
九
年
十
一
月
六
日
（
月
）

午
前
九
時

平
成
二
十
九
年
十
一
月
八
日
（
水
）

午
前
九
時

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
日
（
金
）

午
前
九
時

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
三
日
（
月
）

午
前
九
時

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
五
日
（
水
）

午
前
九
時

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
七
日
（
金
）

午
前
九
時

平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
日
（
月
）

午
前
九
時

平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
二
日
（
水
）

午
前
九
時

平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
四
日
（
金
）

午
前
九
時
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平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
七
日
（
月
）

午
前
九
時

平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
九
日
（
水
）

午
前
九
時

３

ス
キ
ー
ト
射
撃
（
ク
レ
ー
が
セ
ン
タ
ー
ポ
ー
ル
の
上
方
を
通
過
す
る
よ
う
に
発
射
さ
れ
る
も
の

を
い
う
。
）

日

時

場

所

平
成
二
十
九
年
十
月
四
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
九
年
十
月
六
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇－

一

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
九
年
十
月
十
二
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
九
年
十
月
十
三
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇－

一

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
日
（
金
）

午
前
十
時

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
四
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
七
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇－

一
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午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
九
年
十
一
月
三
日
（
金
）

午
前
十
時

平
成
二
十
九
年
十
一
月
九
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇－

一

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
五
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
七
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇－

一

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
二
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
四
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇－

一

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
九
年
十
二
月
一
日
（
金
）

午
前
十
時

平
成
二
十
九
年
十
二
月
六
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
九
年
十
二
月
八
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇－

一
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午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
四
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
五
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇－

一

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
十
一
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
十
二
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇－

一

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

三

受
講
手
続

１

提
出
書
類

所
定
の
様
式
に
よ
る
受
講
申
込
書

２

提
出
先

住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署

３

提
出
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
講
習
の
実
施
日
の
七
日
前
（
そ
の
日
が
岡
山
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例
（
平

成
元
年
岡
山
県
条
例
第
二
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
県
の
休
日
で
あ
る
場
合
は
、
当
該
休

日
の
直
後
に
お
け
る
県
の
休
日
で
な
い
日
）

四

受
講
手
数
料

一
万
二
千
三
百
円

（
注
）

受
講
申
込
み
の
際
、
岡
山
県
収
入
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。

な
お
、
受
講
手
数
料
は
、
納
付
後
は
還
付
し
な
い
。

五

そ
の
他

１

各
講
習
の
受
講
定
員
は
、
お
お
む
ね
五
人
と
す
る
。

２

代
理
受
講
は
、
認
め
な
い
。
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３

講
習
修
了
証
明
書
は
、
受
講
申
込
書
を
提
出
し
た
警
察
署
に
お
い
て
後
日
交
付
す
る
こ
と
と
す

る
。
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
百
三
十
一
号

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
五
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
猟
銃
の
操
作
及
び
射
撃
の
技
能
に
関
す
る
講
習
を
実
施
す
る
。

平
成
二
十
九
年
八
月
十
八
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

一

使
用
銃
種

ラ
イ
フ
ル
銃

二

講
習
の
日
時
及
び
場
所

日

時

場

所

平
成
二
十
九
年
十
月
三
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
伊
田
二
二
九
一

午
前
九
時

御
津
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場

平
成
二
十
九
年
十
月
三
日
（
火
）

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

午
前
九
時

湯
原
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
九
年
十
月
十
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
伊
田
二
二
九
一

午
前
九
時

御
津
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場

平
成
二
十
九
年
十
月
十
七
日
（
火
）

午
前
九
時

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
四
日
（
火
）

午
前
九
時

平
成
二
十
九
年
十
月
三
十
一
日
（
火
）

午
前
九
時

平
成
二
十
九
年
十
一
月
七
日
（
火
）
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午
前
九
時

平
成
二
十
九
年
十
一
月
七
日
（
火
）

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

午
前
九
時

湯
原
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
四
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
伊
田
二
二
九
一

午
前
九
時

御
津
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場

平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
一
日
（
火
）

午
前
九
時

平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
八
日
（
火
）

午
前
九
時

平
成
二
十
九
年
十
二
月
五
日
（
火
）

午
前
九
時

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
二
日
（
火
）

午
前
九
時

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
九
日
（
火
）

午
前
九
時

三

受
講
手
続

１

提
出
書
類

所
定
の
様
式
に
よ
る
受
講
申
込
書

２

提
出
先

住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署

３

提
出
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
講
習
の
実
施
日
の
七
日
前

四

受
講
手
数
料
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一
万
二
千
三
百
円

（
注
）

受
講
申
込
み
の
際
、
岡
山
県
収
入
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。

な
お
、
受
講
手
数
料
は
、
納
付
後
は
還
付
し
な
い
。

五

そ
の
他

１

各
講
習
の
受
講
定
員
は
、
お
お
む
ね
五
人
と
す
る
。

２

代
理
受
講
は
、
認
め
な
い
。

３

講
習
修
了
証
明
書
は
、
受
講
申
込
書
を
提
出
し
た
警
察
署
に
お
い
て
後
日
交
付
す
る
こ
と
と
す

る
。
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